
備 考

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ メイオウダイガクダイガクイン

大 学 の 名 称 名桜大学大学院

大 学 本 部 の 位 置 沖縄県名護市字為又1220番地の1

計 画 の 区 分 研究科の設置

フ リ ガ ナ コウリツダイガクホウジン　メイオウダイガク

設 置 者 公立大学法人　名桜大学

大 学 の 目 的
　本大学院は、広い視野に立って精深な学識を授け、高度の専門性を要する職業等に必要な

高度の能力及び専攻分野における研究能力を養うことを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的
　本修士課程においては、スポーツ・健康分野に関する学修を通して，高度な専門的知識と

研究力を身に付け、理論と実践を往還できる高度専門職業人を養成する。

新

設

学

部

等

の

概

要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業

年限

入学

定員

編入学

定　員

収容

定員

学位又

は称号

開設時期及

び開設年次
所　在　地

スポーツ健康科学研究科

スポーツ健康科学専攻

年 人 年次

人

人 　　年　月

第　年次

計

【基礎となる学

部等】

・人間健康学部

スポーツ健康学

科

14条特例の実施

2 6 － 12 修士（スポー

ツ健康科学）

令和6年4月

第1年次

沖縄県名護市為又1220

番地の1

2 6 － 12

同一設置者内における変更状

況（定員の移行，名称の変更

等）

該当なし

教育

課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教

スポーツ健康科学研究科

スポーツ健康科学専攻
26科目 4科目 　－科目 30科目 30単位

計 助手

新

設

分

スポーツ健康科学研究科

スポーツ健康科学専攻

8人 3人 1人 1人 13人 0人

計
8 3 1 1 13

11人

（8） （3） （1） （1） （13） （0） （11）

0 10

（8） （3） （1） （1） （13） （0） （10）

0 0 17

（23） （8） （0） （0） （0） （0） （17）

23 8 0 0

看護学研究科

看護学専攻（博士前期課程）

10 6 0 0 0 0 16

国際文化研究科

国際地域文化専攻（博士後期課程）

0 0 0 1

（9） （4） （0） （0） （0） （0）

9 4 0

（1）

看護学研究科

看護学専攻（博士後期課程）

13 2 0 0 0

（10） （6） （0） （0） （0） （0） （16）

0 1

（13） （2） （0） （0） （0） （0） （1）

合 計
63 23 1 1 13

0 　－人

（55） （20） （0） （0） （0） （0） （－）
計

55 20 0 0 0

既

設

分

国際文化研究科

国際文化システム専攻（修士課程）

0 　－人

（63） （23） （0） （2） （13） （0） （－）

技 術 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

教

員

以

外

の

職

員

の

概

要

職 種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
54人 39人 93人

（54）

図 書 館 専 門 職 員
2 0 2

（2） （0） （2）

（39） （93）

計
56 39 95

（56） （39） （95）

そ の 他 の 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）
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研究科単位での

算出不能なため

学部との合計

大学全体

地域内

地域外

－

－

－

既

設

大

学

等

の

状

況

沖縄県名護市字為又

1220番地の1

大学全体

校 舎 敷 地 　50,194　㎡ 0　㎡  0　㎡ 　50,194　㎡

運 動 場 用 地 　17,465　㎡ 0　㎡  0　㎡

区 分 専　　用 共　　用
共用する他の

学校等の専用
計

　17,465　㎡

小 計

合 計 257,249　㎡ 0　㎡  0　㎡ 257,249　㎡

校 舎

専　　用 共　　用
共用する他の

学校等の専用
計

校

地

等

67,659　㎡ 0　㎡  0　㎡ 67,659　㎡

そ の 他 189,590　㎡ 0　㎡  0　㎡ 189,590　㎡

大学全体33,589　㎡  0　㎡ 0　㎡ 33,589　㎡

（　　28,965　㎡） （ 0　㎡） （ 0　㎡） （　　28,965　㎡）

専 任 教 員 研 究 室

新設学部等の名称 室 数

スポーツ健康科学研究科

スポーツ健康科学専攻
13 室

大学全体
53室 26室 10室

10室 1室

（補助職員 － 人） （補助職員 － 人）

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

68 0

（13,643〔1,007〕） （4,170〔2,484〕）

標本
大学全体での共用分

図書146,079

〔21,062〕

学術雑誌6,251

〔4,425〕

電子ジャーナル

5,991〔4,329〕

視聴覚資料

3,591

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具

4,071（〔2,467〕） （725） （68）

4,071（〔2,467〕

点

新設学部等の名称

（725） （68） 0

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

0

計

14,345〔1,507〕　 4,236〔2,504〕　 4,173〔2,487〕　 725 68 0

（13,643〔1,007〕） （4,170〔2,484〕）

図

書

・

設

備

スポーツ健康科学研究科

スポーツ健康科学専攻

14,345〔1,507〕　 4,236〔2,504〕　 4,173〔2,487〕　 725

大学全体

3,708　㎡ 314　席 300,000　冊

体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,770.4　㎡
多目的広場、野球場1面、武道場

テニスコート2面、屋内プール、トレーニング室

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 300千円 300千円 - -

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

- -

共 同 研 究 費 等 14,984千円 14,984千円 - - - -

- - - -

682千円 535千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円

図書費には、電子

ジャーナル、データ

ベースの整備費（運

用コスト含む）を含

む
設 備 購 入 費 1,800千円 1,800千円 1,800千円 -

図 書 購 入 費 2,600千円 1,800千円 1,600千円

- - -

学生納付金以外の維持方法の概要 運営交付金、雑収入等

大 学 の 名 称 名桜大学

学 部 等 の 名 称
修業

年限

入学

定員

編入学

定　員

収容

定員

経 費 の

見 積 り

及 び 維

持 方 法

の 概 要

学生１人当り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

経費

の見

積り

807千円 535千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円

学位又

は称号

定　員

超過率

開設

年度
所　在　地

年 人 年次

人

人

1.06 平成19年度

　国際学部 340 10 1,380

※令和5年度より学

生募集停止

倍

　国際学群 1.06

　　国際学類 4 280
学士（経営情報学）

15 1,150 学士（国際文化学）

3年次

学士（観光産業学）

令和5年度

　　国際観光産業学科 4 160 5 650 学士（国際観光産業学） 令和5年度

　　国際文化学科 4 180 5 730 学士（国際文化学）

3年次

1.06

スポーツ健康学科 4 95 5 390 学士（スポーツ健康学） 1.06 平成17年度
　人間健康学部 175 10 720

1.07 平成19年度

健康情報学科 4 80 5 330 学士（健康情報学） － 令和5年度

看護学科 4 80 5 330 学士（看護学）

3年次
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3 2 - 6

○多目的ホール（鉄筋コンクリート３階建）

：

： 沖縄県名護市字為又１２２０番地の１

： 平成１１年５月

： ２，８７２㎡　

○留学生センター（鉄筋コンクリート４階建）

： 外国人留学生等の寄宿

： 沖縄県名護市字為又１２２０番地の１

： 平成１２年３月

： ２，０９９㎡

○環太平洋地域文化研究所（鉄筋コンクリート２階建）

： 学際的研究

： 沖縄県名護市字為又１２２０番地の１

： 平成１２年３月

： ８４７㎡

○北部生涯学習推進センター（鉄筋コンクリート２階建）

： 生涯学習・地域振興に資する人材育成，産官学連携事業等

： 沖縄県名護市字為又１２２０番地の１

： 平成１６年９月

： ６，１９６㎡

○北部地域看護系医療人材育成支援施設（鉄筋コンクリート３階建）

： 看護専門職に資する人材育成等

： 沖縄県名護市字為又１２２０番地の１

： 平成２１年３月

： ３，７６２㎡（図書室144㎡，36席含む）

○学生会館ＳＡＫＵＲＡＵＭ（鉄筋コンクリート６階建）

： 教員、職員、学生が自立的に学習できる環境の実現

： 沖縄県名護市字為又１２２０番地の１

： 平成２６年１２月

： ６，１９１㎡

既

設

大

学

等

の

状

況

大学院

　国際文化研究科

　　国際地域文化専攻

　（博士後期課程） 博士（国際地域文化） 1.00 平成31年度

　　（修士課程） 2 6 - 12 修士（国際文化） 0.99 平成13年度

　国際文化研究科

　　国際文化システム専攻

　　（博士前期課程） 2 6 - 12 修士（看護学） 0.99 平成23年度

　看護学研究科

　　看護学専攻

　看護学研究科

　　看護学専攻

　　（博士後期課程） 3 2 - 6 博士（看護学） 1.00

附属施設の概要

目 的 多目的施設（ＩＴ技術者の育成，デジタルコンテンツの制作・配信，教

育研究等イベント対応）

所 在 地

設 置 年 月 日

規 模

目 的

所 在 地

設 置 年 月 日

規 模

目 的

所 在 地

設 置 年 月 日

規 模

目 的

規 模

所 在 地

設 置 年 月 日

規 模

目 的

所 在 地

設 置 年 月 日

規 模

目 的

所 在 地

設 置 年 月 日

令和4年度
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別記様式第２号（その２の１）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実

験

・

実

習

教

授

准

教

授

講

師

助

教

助

手

1前 2 ○ 8 2 オムニバス

1前 2 ○ 2 1 1 兼1 オムニバス

－ 4 0 0 8 2 1 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 4 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1 兼3 オムニバス・共同（一部）

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1 兼1 共同

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 1 オムニバス

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 2 1 オムニバス・共同（一部）

－ 0 42 0 8 3 1 1 0 兼9 －

1通 4 ○ 8 2

2通 4 ○ 8 2

8 0 0 8 2 0 0 0 －

－ 12 52 0 8 4 0 1 0 兼11 －

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分
授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

小計（5科目）

備考

基礎科目

スポーツ健康科学特論

スポーツ健康科学研究方法論

小計（2科目） －

－

共

通

科

目

生涯スポーツ特論

健康科学特論

体力科学特論

疫学特論

英語講読

専

門

科

目

運動生理学特論

バイオメカニクス特論

スポーツ心理学特論

健康教育特論

公衆衛生学特論

地域ヘルスプロモーション特論Ⅰ

スポーツ健康栄養学特論

コーチング特論

保健体育科教育特論Ⅱ

スポーツ医科学特論

スポーツ文化特論

保健体育科教育特論Ⅰ

健康心理学特論

体力測定評価学特論

老年学特論

学校保健特論

伝統武道特論

スポーツ倫理特論

運動処方特論

地域ヘルスプロモーション特論Ⅱ

小計（21科目） －

研究科目

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

小計（2科目） －

合計（30科目） －

学位又は称号 修士（スポーツ健康科学） 学位又は学科の分野 体育関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　本研究科の修了要件は，2年以上在学し，基礎科目4単位，共通科目から6

単位以上，専門科目から12単位以上，研究科目8単位、合計30単位以上を修

得し，修士論文を提出して，審査及び最終試験に合格することとする。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

スポーツマネジメント特論
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実

験

・

実

習

教

授

准

教

授

講

師

助

教

助

手

1 2 ○ 5 5 5 4
1 2 ○ 5 5 5 4
1 2 ○ 兼4
1 2 ○ 5 5 5 4 兼2
1 2 ○ 5 5 5 4 兼1
1 2 ○ 兼2
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
2 2 ○ 兼1
2 2 ○ 兼3
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 1
1 2 ○ 1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼2
1 1 ○ 1 3 兼3
1 1 ○ 1 2 1 兼1
1 2 ○ 1 1
1 2 ○ 兼1
1 1 ○ 兼1
1 2 ○ 兼4
1 2 ○ 兼4
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼3
1 2 ○ 兼2
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼2
1 2 ○ 兼2
1 2 ○ 兼2
1 2 ○ 兼2
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼3
1 2 ○ 兼1
2 2 ○ 兼2
2 2 ○ 兼2
2 2 ○ 兼2
2 2 ○ 兼1
2 2 ○ 兼1

教養演習Ⅱ

コンピュータ・リテラシー

思想と論理特別講義

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人間健康学部スポーツ健康学科）

科目

区分
授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

思

想

と

論

理

沖

縄

理

解
健

康

ス

ポ

!

ツ

スペイン語Ⅰ

スペイン語Ⅱ

科学入門

論理学

ポルトガル語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

韓国語Ⅰ

韓国語Ⅱ

ポルトガル語Ⅰ

体育実技Ⅰ

体育実技Ⅱ

健康・スポーツ科学

健康スポーツ特別講義

健康スポーツ特別実技

ベーシック・イングリッシュ

現代思想

沖縄学

沖縄の自然

沖縄の言語

沖縄理解特別講義

タイ語Ⅰ

共

通

コ

ア

科

目

イングリッシュ・コミュニケーション

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

外

国

語

共

通

選

択

科

目

ラ

イ

フ

デ

ザ

イ

ン

キャリアデザイン

プロジェクト学習

ア

カ

デ

ミ

ッ

ク

ス

キ

ル

アカデミックライティングⅠ

アカデミックライティングⅡ

アカデミックスキル特別講義

大学と人生

ライフデザイン特別講義

教養演習Ⅰ

タイ語Ⅱ

外国語特別講義Ⅰ

人間と環境

生命と倫理

アカデミック英語基礎

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ

教

養

教

育

科

目

外国語特別講義Ⅱ

必修科目を

含め、2単位
以上修得す

ること。

備考

2単位以上
修得するこ

と。

2単位以上
修得するこ

と。

2単位以上
修得するこ

と。

必修科目を

含め、8単位
以上修得す

ること。

必修科目を

含め、8単位
以上修得す

ること。
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実

験

・

実

習

教

授

准

教

授

講

師

助

教

助

手

科目

区分
授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1 2 ○ 1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼2
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼2
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼2
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
1 2 ○ 兼1
－ 16 141 0 5 5 5 4 0 兼59
1 2 ○ 1
1 2 ○ ○ 1
1 2 ○ 1
1 2 ○ 1
1 2 ○ ○ 1
1 2 ○ 1
1 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1

－ 12 14 0 5 1 1 1 0 0
1 2 ○ 1
1 2 ○ 5 5 5 4
1 2 ○ 5 5 5 4
1 1 ○ 5 5 5 4
1 1 ○ 5 5 5 4
1 2 ○ 1

自然科学特別講義

小計（80科目） －

生物学

地学

情報科学と社会

スポーツ健康学総論

救急処置

生涯スポーツ論

人体機能学

体育原理

スポーツ健康学特別講義Ⅰ

スポーツ健康学特別講義Ⅱ

スポーツ健康学特別実技Ⅰ

スポーツ健康学特別実技Ⅱ

運動学

社会福祉概論

医学一般

解剖学

生理学・運動生理学

衛生学・公衆衛生学

栄養学

憲法

政治学

音楽の歴史と鑑賞

美術の歴史と鑑賞

哲学

心理学

歴史学

教育学

異文化接触論

国際社会と日本

人権と平和

国際コミュニケーション論

海外スタディツアー

国際理解特別講義

ヒューマンケアリング

文学

人文科学特別講義

法学

共

通

選

択

科

目

教

養

教

育

科

目

スポーツ健康演習

ウェルネス概論

発育発達学

統計学

物理学

国

際

理

解

人

文

科

学

社

会

科

学

化学

自

然

科

学

経済学

経営学

社会学

人文地理学

社会科学特別講義

数学

国際学入門

2単位以上
修得するこ

と。

2単位以上
修得するこ

と。

2単位以上
修得するこ

と。

2単位以上
修得するこ

と。

必修科目を

含め、22単
位以上修得

すること。
専

門

基

礎

教

育

科

目

小計（13科目） －

専

門

教

育

科

目

必修科目を

含め、60単
位以上修得

すること。
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実

験

・

実

習

教

授

准

教

授

講

師

助

教

助

手

科目

区分
授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
3 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
3 2 ○ ○ 1
3 2 ○ 1
2 2 ○ 1
3 2 ○ 兼1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
3 2 ○ 兼1
3 2 ○ 1
2 2 ○ 1
3 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 兼1
2 2 ○ 兼1
2 2 ○ 兼1
3 2 ○ 兼1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
3 2 ○ 兼1
3 2 ○ 兼1
3 2 ○ ○ 兼1
2 2 ○ ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
2 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 1 ○ ○ 1
3 3 ○ 1
3 1 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 1
2 1 ○ 兼1
1 1 ○ 兼1
1 1 ○ 1
1 1 ○ 1
1 1 ○ 1
1 1 ○ 1
1 1 ○ 兼1
1 1 ○ 兼1
2 1 ○ 1
3 1 ○ 1

スポーツ指導論

スポーツ栄養学

スポーツマネジメント

スポーツ障害と予防

運動処方論

看護臨床実習Ⅰ

看護臨床実習Ⅱ

運動負荷試験

児童福祉

障害者・高齢者福祉

グローバルヘルス

生理学・運動生理学演習

衛生学・公衆衛生学演習

海洋スポーツ演習

健康教育

学校保健

動作学演習

養護概説

看護学Ⅰ

看護学Ⅱ

学校救急看護学

健康相談活動の理論及び方法

医学一般Ⅱ

スポーツバイオメカニクス

球技論

保健衛生学

労働衛生学概論

労働法規Ⅰ

労働法規Ⅱ

介護概論

バスケットボール

ハンドボール

サッカー

バレーボール

卓球

ソフトボール

健康産業施設等現場実習

コーチング演習

体つくり運動

器械運動

陸上競技

水泳

精神保健

安全管理論及び方法

野外教育論

レジャー・レクリエーション論

空手・古武道概論

体育・スポーツ史

専

門

教

育

科

目

体育心理学

体育社会学

体育経営管理学

コーチ学

トレーニング論

体力・健康測定と評価

社会福祉援助技術

病理学

免疫学

微生物学

薬理概論

心の健康

健康心理学

スポーツ心理学演習

トレーニング論演習
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実

験

・

実

習

教

授

准

教

授

講

師

助

教

助

手

科目

区分
授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3 1 ○ 兼1
3 1 ○ 1
2 1 ○ 兼1
3 1 ○ 兼1
3 1 ○ 兼1
2 1 ○ 兼1
3 1 ○ 兼1
3 1 ○ 1
1 1 ○ 1
1 1 ○ 1
2 1 ○ 1
1 1 ○ 1
2 1 ○ 1
1 1 ○ 1
2 1 ○ 兼1
2 2 ○ ○ 1
2 2 ○ 1
3 2 ○ 1
3 2 ○ 5 5 5 4
3 2 ○ 5 5 5 4
4 2 ○ 5 5 5 4
4 2 ○ 5 5 5 4

－ 8 146 0 5 5 5 4 0 兼14

－ 36 301 0 5 5 5 4 0 兼72

－

卒業研究演習Ⅰ

卒業研究演習Ⅱ

卒業研究演習Ⅲ

卒業研究演習Ⅳ

小計（91科目）

剣道

空手

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

合計（184科目） －

学位又は称号 学士（スポーツ健康学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係

１時限の授業時間 90分

ゴルフⅡ

ウインドサーフィン

スクーバダイビングⅠ

スクーバダイビングⅡ

スキー･スノーボード

舞踊

琉球舞踊

エアロビクスⅠ

エアロビクスⅡ

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

柔道

自由選択 自由選択科目に「ライフデザイン科目」、「専門基礎教育科目」、「専門教育科目」及び「教職に関する科目」を含めることができる。

レクリエーション実技

ゴルフⅠ

地域ウェルネスプロジェクト

テーピング・マッサージ

教養教育科目：32単位以上

専門基礎教育科目：22単位以上

専門教育科目：60単位以上

自由選択科目：10単位以上

合　　　　　　計：124単位以上

専

門

教

育

科

目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

 本講義は，広範なスポーツ・健康分野の専門的知識を修得することを目

的としている。授業は1年前期に配当し，必修科目として位置づける。各専

門分野の教員（運動生理学，スポーツ栄養学，健康科学，スポーツコーチ

ング，公衆衛生学，スポーツ医科学，健康教育，学校保健，スポーツ哲学，

スポーツバイオメカニクス）がオムニバス形式による授業を展開する。

オムニバス方式

（オムニバス方式/全15回）

（1　奥本正/2回）

　本講義の授業方針，授業内容，評価方法に関するガイダンスを実施した

のち，運動生理学の歴史，取り扱う内容，考え方の視点，最近の研究方法

について理解を深める。

　また，運動と食事のタイミングがスポーツパフォーマンスに及ぼす影響に

ついて，その根拠となる論文を講読を通して理解を深める。また，それらを

もとに自らの食生活についてディスカッションを行う。

スポーツ健康科学特論

（2　高瀬幸一/2回）

　人々の健康増進とその維持に役立てることを目指し，健康管理とその指

導法について理解を深める。また，健康科学をイノベーションにつなげるた

めに，具体的に何を軸足にしていき，どのような経済価値を産み出すことな

どについても理解を深める。

　ヘルスプロモーションの理念について概説し，健康な公共政策づくり，健

康を支援する環境づくり，地域活動の強化等についての考え方について理

解を深める。

（3　平野貴也/2回）

　健康とスポーツの関わりを通して，活き活きとした人生を送るためのライフ

ステージに応じた生涯スポーツの推進について理解を深める。また，ス

ポーツコーチングの原則及びコーチング理論と方法論，トレーニングのあり

方について理解を深める。

（4　小川寿美子/1回）

　変わりゆく世界と21世紀の地域健康づくりについて，19世紀から21世へ

の200年間の変化と，その世界的な広がり，その時空間における人権とし

ての健康の意味の変遷について考えることを目的とする。

　また，戦後日本で展開した地域保健の諸事例について学修し，それらの

歴史を原点に，日本の保健医療の将来に資する着想や示唆を考える羅針

盤を模索することを目的とする。

（5　吉武裕/1回）

　ヒトの進化の過程において獲得された身体機能（身体活動と食事の相互

関連）の視点から，身体活動（運動）による肥満，２型糖尿病，高血圧など

の生活習慣病の発症及び予防について考え，身体活動（運動）と生活習

慣病の関連性の理解を深める。

基

礎

科

目

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分

（6　樋口京一/2回）

　高齢者に観察される生理的，物理的な身体機能の減退や，未病や疾患

をヒトや動物の「加齢・老化」という生命現象の視点から捉えることを目的と

する。そのために最新の「加齢・老化」の生物学的，医学系メカニズムにつ

いて理解を深め，運動を中心とした老化遅延処方の実施についての基礎

知識を構築する。

オムニバス方式

（7　金城昇/1回）

　健康行動と健康教育に関する理論やモデルについて概観するとともに，

特に，Precede-proceedモデル(PPModel)を活用し，現代の健康課題を分

析することにより理解を深める。

（8　高倉実/1回）

　人々の健康保持・増進や疾病予防に役立てることを目指して，運動疫学

や社会疫学あるいはヘルス・プロモーションの観点から，人々の健康関連

事象とそれらを取り巻くミクロレベル要因，メゾレベル要因，マクロレベル要

因等の社会生態学的影響について理解を深める。

（9　大峰光博/2回）

スポーツ哲学領域で論じられる対象と方法についての理解を深める。特

に，スポーツ倫理に関する学問的成果を中心に講義を展開する。現在進行

形で生じているスポーツの問題についても，ディスカッションを行う。

（10　玉城将/1回）

スポーツバイオメカニクスの研究によって明らかになったヒトの基本動作

に関する知見について学習し，力学的な観点から身体運動を分析する基

礎を身に付ける。

　本講義では，指導教員の指導のもとで公正で責任ある研究を実践するこ

とができるように研究倫理観を養う。また，スポーツ健康科学分野の代表

的な研究手法（文献研究，調査研究，実験研究，実践研究）を理解し，実

験や調査で得られたデータの適切な分析方法を修得する。この授業は研

究を実施するために必要な能力を習得し研究計画書を作成するため，必

修科目とする。本講義はオムニバス形式で実施し，講義と演習形式で実施

する。

オムニバス方式

（オムニバス方式/全15回）

（1　奥本正/6回）

　第1回～第3回は，研究倫理に関する内容で，大学院生に必要な研究倫

理教育を実施する。教科書や具体的な不正事例を用いながら理解を深め

る。

　第6回～第7回は，実験研究を実施するに当たり，実験系の立て方，予備

実験の行い方，データ取得方法について理解を深め，実験研究の研究計

画の立案を行う。

　第11回は，自らの修士論文の研究計画書を作成する際の注意点を概説

する。

（9　大峰光博/2回）

　第4回～第5回は，各種データベースを参照し，文献の効果的な収集方

法について理解する。また，学会誌に掲載された論文を参考に，文献研究

の方法を理解する。

スポーツ健康科学特論

基

礎

科

目

スポーツ健康科学研究

方法論
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分

（3　平野貴也/2回）

　第8回～第9回は，インタビュー調査，アンケート調査，インターネット調

査，聞き取り調査や資料収集といったフィールドワークなどのリサーチの手

法について概説する。最新の研究論文を紹介しながら，収集したデータの

活用方法について理解を深める。

（13　濱本想子/1回）

　第10回は，「実践」を「研究」することの意義や理論，方法を学び，「実践」

や「研究者（ら）」の文脈を大切にしながらも新たな知識を創造し社会に共

有する上で重要なポイントについて理解を深める。

（15　本村純/4回）

第12回～第15回は，社会現象，⾃然現象，健康現象に対する統計学的

な捉え⽅及び考えを学び，保健分野における統計学の正しい利⽤及び解

釈を学習する。 また，研究への活⽤を⽬指し，調査データ等の統計処理

（記述統計及び推測統計）を学び，データの要約及び分析の方法を修得

する。

生涯スポーツ特論

　本講義では，健康とスポーツの関わりを通して，活き活きとした

人生を送るためのライフステージに応じた生涯スポーツの推進につ

いて理解する。具体的には，学校教育とスポーツ，地域社会とス

ポーツ，まちづくりとスポーツ，スポーツイベント，スポーツプロ

モーション，スポーツツーリズム，プロスポーツ，スポーツ環境な

どの事象をもとに，社会と生涯スポーツの関係について理解を深め

る。

健康科学特論

　本講義では，健康増進につながる知見を基礎科学的見地から解説

し，幼少年期から高齢期にかけての身体的機能の特性についてとら

え，健康との関連について理解を深めていく。また，生活習慣病

（メタボリックシンドローム，高血圧，高血糖，脂質異常など）や

高齢期における身体機能の低下について最新の知見を踏まえながら

理解を深め，健康増進に関する理論を深める。さらに，地域社会に

おける健康指導者としての役割について考えるとともに，健康分野

のイノベーションについても理解を深めることを目的とする。

体力科学特論

　本講義では，体力は人間の生存と活動の基礎となる身体的能力で

あることを理解する。このことを踏まえ，一般人と運動鍛錬者の体

力の比較，運動トレーニング及び身体不活動の体力への影響とそれ

をもたらすメカニズム，発育・発達と体力，体力の加齢変化と身体

活動，健康の維持・増進または高齢者の身体的自立に必要な体力

（全身持久力や筋力）水準について学習する。さらに，障がい者に

おける身体活動状況や体力の現状を理解し，障がい者のための体力

保持・向上のための運動トレーニングについても学習する。なお，

本講義は講義形式で実施する。

基

礎

科

目

スポーツ健康科学研究

方法論

共

通

科

目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分

疫学特論

　本講義では，疫学の基本的な用語や理論を理解するとともに，疫

学の分析方法を修得することを目的とする。また，健康指標や曝露

要因の意味や意義を理解し，それらを構成する健康関連情報の収

集，データ処理，統計解析方法等を身につける。授業計画として，

運動疫学や社会疫学をはじめとした疫学研究を事例として取り上

げ，人間集団の中で出現する健康に関連する状況や事象の頻度と分

布及びそれらに影響を与える規定要因を包括的に取り扱い，人々の

健康保持・増進や疾病予防のあり方について探求する。

英語講読

　本講義では，英文で書かれたスポーツや健康分野の学術論文や書

籍を講読する力を養うことを目的とする。テキストを中心に，海外

のインターネット・ニュースなどについて文法や語句の解説も加え

てスポーツや健康分野に関する基礎読解力を高め，学術的論文や書

籍を英語で理解する能力や知識を身に付ける。

運動生理学特論

　本講義では，運動を外部刺激の一つと考え，その運動によって生

体がどのように変化するのか，また運動の継続（トレーニング）に

よってどのような適応が生じるのかについて理解する。特に，筋

系，呼吸器系，循環器系，神経系，エネルギー代謝，体温調節系の

変化や適応，またそれらの相互関係について理解を深める。また，

これらを統合して，様々な対象に対して，科学的根拠に基づいた至

適なトレーニング方法を探究する。さらに，運動生理学的研究アプ

ローチの修得を目標とする。なお，本講義は主に講義形式で実施す

るが，グループ発表などのアクティブラーニング形式の講義も取り

入れる。

バイオメカニクス特論

　本講義では，動きを力学的に定量化することの意義と方法につい

て実践的を通して学ぶ。スポーツ選手の卓越した技術を説明する力

学的メカニズム，運動傷害を引き起こす動作要因など，身体運動を

力学的に分析することで初めて明らかになる有用な事実は多い。バ

イオメカニクスは，そのような動きの力学的な分析を扱う学問であ

る。本授業では演習を通してバイオメカニクス的な分析方法の修得

を目指すと同時に，運動指導におけるバイオメカニクスの意義を理

解する。

スポーツ心理学特論

　本講義では，体育，競技スポーツ，健康スポーツ・運動に取り組む，学習

者，選手，市民，あるいは指導者等にとって，その取り組みの成果をより高

いものにするための心理学的課題を取り上げて，関連する理論と最新の

知見をレビューすることによって，スポーツ心理学に対する理解を深めてい

く。授業では，1時間ごとに話題提供を行い，資料を読み解き，全体のディ

スカッションを通してスポーツに関わる人々の心理学的課題を考察してい

く。

健康教育特論

　本講義では，健康格差社会がいわれる中，その処方に何が必要か，学

校，職場・職域，地域における健康づくりや健康支援に関して，ヘルスプロ

モーションの診断・企画・実践・評価ツールとしてのPrecede-proceedモデ

ル(PPModel)を基礎に，ライフスキル教育，行動科学や行動経済学等の理

論やモデルを活用した体系的・構造的な健康教育について探求する。その

探求を通して学校，職場・職域，地域におけるリーダーとしての健康管理思

考力・生活習慣改善力・健康情報リテラシー・ヘルスコミュニケーション・ア

サーションで構成されるヘルスリテラシーの形成を図ることを目的とする。

共

通

科

目

専

門

科

目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分

公衆衛生学特論

　本講義では，健康を守り，保健医療や環境や社会とのより良い関

係を築き，さらにそれらをよりよく変えていくうえで必要になって

くる知識やスキルと，生物医学的な見方・考え方に偏らない多様な

見識とクリティカルな思考を修得することを目的とする。また受講

者が自らの生き方を創出する主体であるのみならず，社会参加によ

り平和，健康，福祉，持続的地球環境を形成するといった，世界を

変えうる主体という認識を養うことを目標とする。

地域ヘルスプロモー

ション特論Ⅰ

　本講義では，ヘルスプロモーションの起こりと歴史的背景，健康観につい

ての歴史的変遷，健康政策の現状を講じ，ヘルスプロモーションについて

理解した健康政策立案への基本的能力を修得する。また，健康づくりに関

する様々な理論的観点から生活習慣病予防の具体的な知見や方法につ

いても探究するとともに実際の現場におけるヘルスプロモーションについて

学習していく。さらに，100歳高齢社会を目指す上においてサクセスフルエ

イジングを考え，ヘルスプロモーションの理論と事例について学ぶとともに，

百寿社会の展望について考えていくことを目的とする。

スポーツ健康栄養学特

論

　本講義では，何をどれだけ摂取するだけでなく，いつ・何をどれかで摂取

するかという時間栄養学の概念を用いて健康のための食事やスポーツパ

フォーマンス向上のための食事法について理解を深める。さらに，これらの

食事法について，根拠になる論文を講読しながら授業を展開し，論理的・批

判的思考力を養うことを目的とする。さらに，この分野で測定手法を理解し

た上で，それらを活用しながら適切な食事法や改善法を指導できる能力を

修得する。なお，本講義は主に講義形式で実施するが，グループ発表など

のアクティブラーニング形式の講義も取り入れる。

（オムニバス方式/全15回）

（1　奥本正／6回）

　何をどれだけでなく，いつ摂取するのかという時間栄養学の概念も用い

て，スポーツパフォマンス向上のための食事方法を原著論文を参照しなが

ら講義，議論をすすめる。

（20　大西竜子／9回）

　健康の三原則の一角を担う食と栄養の視点から健康づくりにアプローチ

するため，高度の専門知識を修得するとともに各自の研究テーマに役立つ

ことを目標とし，講義，議論を進める。

オムニバス方式

コーチング特論

　本講義では，種目特性に応じたコーチングの原則及びコーチング

理論と方法論，トレーニングのあり方について理解する。ジュニア

から高齢者まで競技選手はもちろん，健康づくりやパフォーマンス

向上など対象者に応じたトレーニング指導とコーチングについて学

ぶ。テーマを設定し，テーマに関する文献を読み，効果的にトレー

ニング・コーチングを行うための問題解決法や評価法を取り上げて

検討を加えるとともに，地域社会や部活動での実践事例を踏まえな

がらディスカッションを展開する。

専

門

科

目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分

スポーツマネジメント

特論

スポーツマネジメントの基礎理論を理解した上で具体的な，現

代的なスポーツマネジメント研究の課題や具体的なスポーツ組織に

おけるマーケティングやリーダーシップ行動など，マネジメントの

あり方について議論する。具体的には①スポーツとマネジメントの

生成と発展，②スポーツ事業のマネジメント，③スポーツ組織と

人事マネジメント，④スポーツ施設のマネジメントの４つの視点

からスポーツマネジメントの基本的な考え方や理論を講義する。

　本講義では，スポーツ活動と医科学は様々な面で連携し，運動能

力向上のみならず，超高齢化や地球温暖化などが進行する社会の持

続可能な発展・維持に貢献する役割を持つことへの理解を深めるこ

とを目的とする。スポーツや運動の健康増進や疾患の予防効果は，

広く認識されており，社会からの期待も大きい。発展が著しい基礎

医科学と解析技術に注目しながら，運動が代謝，ミオカイン，ミト

コンドリア，炎症抑制，ストレス耐性などへ及ぼす効果について理

解を深める。運動の作用メカニズムの理解から，運動の健康増進や

疾患予防への適切な応用へと展開する。

（オムニバス方式・共同（一部）全15回）

（6　樋口京一/10回）

スポーツや運動の健康増進や疾患の予防効果は，広く認識されており，

社会からの期待も大きい。発展が著しい基礎医科学と解析技術に注目しな

がら，筋肉の構造や機能を学び，運動の代謝，ミオカイン，ミトコンドリア，

炎症抑制，ストレス耐性などへ及ぼす効果について理解を深める。スポー

ツ・運動の健康増進効果のメカニズムの理解から，疾患予防への適切な

応用へと展開する。

（6　樋口京一，23　上原史成/1回）（共同）

スポーツ医学における基礎知識を学び，どのような怪我や病気がスポー

ツ選手に生じるかを理解し，どのように「予防」につなげていくかについて，

スポーツ医学（整形外科）の医師（上原）から学ぶ。さらに樋口がスポーツ

医療の将来について展開する。

（6　樋口京一，21　島田裕之/2回）（共同）

　重大な加齢疾患である認知症の予防を目指した運動処方の専門家（島

田）から，実施方法，効果，理論，問題点について学ぶ。さらに樋口が問題

提起を行い，将来の実践について考える。

（6　樋口京一，22　増木静江/2回）（共同）

　高齢者の健康増進に効果を発揮しているインターバル速歩の専門家（増

木）から，歴史，方法，成果，理論，問題点について学び，速歩トレーニング

の実施方法についての指導を受ける。さらに樋口が将来の高齢者の健康

増進を目指した運動処方について展開する。

スポーツ文化特論

　2011年6月にスポーツ基本法が公布され，「スポーツは，世界共通の人

類の文化である。」と明記された。スポーツに対する社会的な期待は大きい

一方で，2018年にはスポーツ界の不祥事がマスメディアにおいて大きく取

り上げられた。本授業ではスポーツ文化の功罪について，哲学と歴史の観

点から検討する。スポーツ文化論の知見を提示しつつ，現在進行形で生じ

ているスポーツの諸問題についてディスカッションを行う。

専

門

科

目
スポーツ医科学特論

オムニバス方

式・共同（一

部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分

保健体育科教育特論Ⅰ

　本講義では，体育科教育学，保健科教育学，教師教育学に関連す

る国内外の重要文献を取り上げ，保健体育科のカリキュラム論，目

標・内容論，方法論，さらには専門性開発論などについて討議し，

これまでの教科の授業実践及び教育研究の成果や課題，今後のあり

方について探求する。そして，自己のみならず，他者の専門性開発

を支援できるよう，教師教育の視座からその理論と方法について理

解を深める。

健康心理学特論

本講義では，現代社会における健康問題に対する心理社会学的関

連要因をレビューする。さらに，メンタルヘルスの本質理解を深

め，メンタルヘルスにかかる健康教育や，健康政策の策定にかかる

心理学的役割，社会疫学的視点について学生とともに探求する。ま

た，その展開を踏まえ，学生自らの心の健康に対する予防的対処ス

キルの修得を目指すとともに，学校，地域といった集団の心身の健

康に対する予防的な実践活動の方法論について検討することを目的

とする。

体力測定評価学特論

　本講義では，スポーツと健康の観点から，ライフステージに応じ

た体力及び運動能力の測定法，評価法の基礎や解析方法について実

践を通して修得し，運動指導や研究での活用方法を身に付けること

を目的とする。実際に形態測定や体力測定を行い，得られた測定結

果を正しく分析・評価することで，対象者の特性に適した活用方法

について議論を展開する。本講義は，講義と演習形式で行う。

共同

老年学特論

　本講義では，「老化」の科学的仕組みと老化に伴う病気や健康障

害について学び，健康長寿や老化関連疾患の予防にどのように対処

するかについて探求することを目的とする。本特論では，まず生命

現象としての「老化」について，遺伝子・細胞・個体レベルで，概

念や生物学的メカニズムについて理解を深める。続いて認知機能，

運動機能，生活習慣病などの健康障害や老年病に関して理解を深め

る。最後に抗老化処方の現状についても紹介しながら，健康社会へ

の貢献への議論を展開する。

学校保健特論

　本講義では，児童生徒，学生及び職員の健康の保持増進を図り，学校

教育の円滑な実施とその成果の確保に資するために，学校保健を構成す

る保健管理と保健教育及び保健組織活動について理解を深め，特に児童

生徒の心身の健康状態や発育発達の実態と，それらに影響を及ぼす様々

な物理的環境要因や心理社会的要因の詳細，健康問題に対する学校健

康教育・ヘルスプロモーションの役割等について探求することを目的とす

る。加えて，ヘルスプロモーションの理念に基づく学校保健活動を企画，調

整，促進することのできる能力を養う。

（オムニバス方式/全15回）

（8　高倉実／12回）

　学校保健管理及び学校保健教育について理解を深め，特に児童生徒の

心身の健康状態や発育発達の実態と，それらに影響を及ぼす様々な物理

的環境要因や心理社会的要因の詳細，健康問題に対する学校健康教育・

ヘルスプロモーションの役割等について探求する。

（12　神田奈津子／3回）

　学校保健及び学校安全を計画的・組織的に行うために必要な学校保健

計画及び学校安全計画や組織活動について理解を深め，計画の立案や

実践，評価するための知識と技術を身に付けることを目標とする。

オムニバス方式

専

門

科

目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分

伝統武道特論

　本講義では，武道に内在する日本文化の本質を理解し，スポーツと異な

る日本伝統武道の特質の理解を深めていくと同時に，武道全般にわたる基

礎知識を的確に把握する。その上，沖縄伝統空手の歴史的変遷について

考察していく。

スポーツ倫理特論

　本講義では，スポーツに顕在・潜在化する問題を倫理学の観点か

ら考察することによって，保健体育科教員・スポーツ指導者に求め

られる規範を再考することを目指す。スポーツ哲学の領域において

用いられる倫理学理論の解説を行い，スポーツの問題を論じてい

く。具体的には，スポーツにおけるトラッシュトークの問題，連帯

責任の問題，大差で勝利することの是非，プレイオフの是非を扱

う。

運動処方特論

　本講義では，まず身体活動（運動トレーニング），生活習慣病（非感染性

疾患）及びこれらのリスクファクターとの関連性（または，量ー反応関係）を

学修する。次に，運動に対する心臓血管系と代謝系の応答を理解し，運動

負荷試験法を修得する。これらの理解をもとに，安全性，身体状況，性及

び年齢等を考慮した生活習慣病予防に有用な運動処方を作成できる能力

を修得する。さらに運動処方に関連する学術論文を適時紹介し，生活習慣

病予防のための運動処方の理解をさらに深める。なお，本講義は講義形

式で実施する。

地域ヘルスプロモー

ション特論Ⅱ

　本演習では，健康的な公共政策づくり，健康を支援する環境づく

り，及び地域活動の強化を柱とし，よりよい健康のための行動をと

ることができるような地域における政策について立案し，実際の現

場における実践的な演習を通して健康支援人材における指導者とし

ての個人技術の開発・実践力を養う。また，これまで疾病対策とし

て実施されてきた事業（ヘルスサービス）を，健康づくりの場とし

てとらえ見直す必要性についても政策立案・実践の両面から学修す

ることを目的とする。

　本講義では，授業研究のスタイルを取り入れ，学校現場や大学での保健

体育授業及び模擬授業の観察や補助，実践，事前・事後検討などの実践

的な演習を通して，昨今の教育課題に対応できる授業設計力・運営力・分

析力・省察力を養う。そして，授業研究を通した授業改善及び教師の専門

性開発を支援できるリーダー教員としての資質能力も養う。

（オムニバス方式・共同（一部）/全15回）

（9 大峰光博，13 濱本想子/12回）（共同）

　昨今の教育課題に対応できる力と他者の専門性開発を支援できるリー

ダー教員としての資質能力の養成をねらい，先行研究や実践事例をもとに

保健体育科教育や教師教育について史的・哲学的な視点からの深い理解

を促し，教師及び教師教育者の専門性開発における理論的・実践的な学

習を通してその理解及び実践力を高める。

（9 大峰光博，11 小賦肇，13 濱本想子/3回）（共同）

　教師の専門性開発の手立ての1つである授業研究を模擬的に行い，その

行い方や成果，課題について議論する。学生は生徒役と教師役，教員は

指導助言者役（教育的視点，哲学的視点，競技専門的視点）を担い，多角

的・批判的な視点から授業を考え，実践し，振り返ることができる力を養う。

専

門

科

目

保健体育科教育特論Ⅱ

オムニバス方

式・共同（一

部）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分

　本講義では，スポーツ・健康分野に焦点を当て，研究テーマに関

連する論文の講読を通して，専門分野の理解を深める。さらに，自

らの研究テーマについての研究動向を理解するとともに，研究に必

要となる知識・技能を身につけ，研究計画を立案する。

（1  奥本正）

　運動生理学，スポーツ栄養学に関する幅広い分野からテーマを設定し，

文献・資料の入手方法ついて指導する。文献講読を通し，研究仮説の設定

を行い，研究テーマを決定する。さらに，問題解決のための実験手法の習

得も指導する。最終的には修士論文作成のための研究計画書の作成に

向けた研究指導を行う。

（2  高瀬幸一）

   健康増進とその維持のための理論や方法論について，食生活や身体運

動，地域における健康支援などの視点から理論・手法を探究するとともに

文献講読と議論を通しながら専門分野の理解を深め，修士論文の作成に

向けての研究指導を行う。

（3　平野貴也）

スポーツ・レジャーレクリエーションのコーチング並びに普及振興に関す

る研究を進めると同時に，文献講読と議論を通して研究結果の専門知識を

深め，修士論文の作成に向けての研究指導を行う。

（4  小川寿美子）

　健康の社会格差について，特にその社会的要因であるSocial Capital,

Well Being, Gender, Work life balance, Vulnerability, Disparities, Diasporasな

ど）に焦点をあて，科学的根拠に基づく探究姿勢を養いつつ，修士論文の

作成に向けての研究指導を行う。

（5  吉武裕）

　高齢者の身体活動と体力の加齢変化，並びに高齢者の身体的自立に必

要な身体活動と体力水準に関する文献講読と議論を通し，専門分野の理

解を深める。これらを踏ませて研究テーマを決定し，修士論文の作成に向

けての研究指導を行う。

（6  樋口京一）

　高齢者や若者の健康維持・増進に対するスポーツ・運動の効果に関する

研究を進めると同時に，文献講読と議論を通して研究結果の専門知識を深

め，修士論文の作成に向けての研究指導を行う。

（7  金城昇）

　健康行動と健康教育に関する国内外における理論・研究・実践に関する

文献の収集を進めるとともに，文献講読と議論を通して，研究仮設の設定

と研究テーマを決定し，修士論文の作成のための研究計画書の作成に向

けての研究指導を行う。

（8  高倉実）

　自らの研究テーマを観察研究や介入研究などの疫学的研究方法を用い

て取り組もうとしている受講者が，主に，関連する文献講読やデスカッショ

ンを通して，研究課題や研究方法についての発想や手がかりが得られるこ

とを目的とする。そして，研究計画の立案や，修士論文の作成に向けての

研究指導を行う。

研

究

科

目

特別研究Ⅰ
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分

（9  大峰光博）

　スポーツ哲学領域での代表的な文献を講読することによって，スポーツ

哲学の対象と方法についての理解を深める。これらの作業を通して研究

テーマを設定し，修士論文の作成に向けての研究指導を行う。

（10 玉城将）

　スポーツバイオメカニクス，スポーツのデータ分析に関する文献講読を通

じて研究動向及び専門知識について理解を深めた上で，研究テーマを設

定する。さらに，スポーツバイオメカニクス及びデータ分析の手法の修得も

目指す。最終的には修士論文作成のための研究計画書の作成に向けた

研究指導を行う。

　本講義では，スポーツ・健康分野に焦点を当て，研究指導を行い

各テーマに基づいた論文指導を行う。自らの研究テーマに焦点を絞

り，その研究の状況を適宜報告しながら，分析手法，結果の解釈，

結論などの修士論文と論文発表会の指導を行い，修士論文を完成さ

せる。

（1  奥本正）

　専門分野（運動生理学，スポーツ栄養学）に関する，文献講読，実験，

データ整理，統計分析，考察を通して，論理的に結論を導き出し，修士論

文を完成させる研究指導を行う。

（2  高瀬幸一）

　健康増進とその維持のための理論や方法論について，食生活や身体運

動，地域における健康支援などヘルスプロモーションに関連する実験・調

査を通して，研究結果についての議論，分析，考察を行い修士論文を完成

させる研究指導を行う。

（3  平野貴也）

　スポーツ・レジャーレクリエーションのコーチング並びに普及振興に関す

る研究を進め，研究結果について議論，分析，仮説検証を通じて結論を導

き出し，修士論文の作成に向けての研究指導を行う。

（4  小川寿美子）

　健康の社会格差について，特にその社会的要因であるSocial Capital,

Well Being, Gender, Work life balance, Vulnerability, Disparities, Diasporasな

ど）に焦点をあて，科学的根拠に基づく探究姿勢を養いつつ，修士論文の

作成に向けての研究指導を行う。

（5  吉武裕）

　高齢者の体力及び身体活動の加齢変化並びに身体的自立と体力及び

身体活動の関連についての研究を行い，研究結果についての議論と文献

講読により修士論文を完成させる研究指導を行う。

（6  樋口京一）

　高齢者や若者の健康維持・増進に対するスポーツ・運動の効果に関する

研究を進めると同時に，文献講読と議論を通して研究結果の専門知識を深

め，修士論文を完成させる研究指導を行う。

特別研究Ⅰ

研

究

科

目

特別研究Ⅱ
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学専攻）M

科目

区分

（7  金城昇）

　健康行動と健康教育に関する国内外における理論・研究・実践に関する

文献の収集・選択・分析を基に，研究テーマの設定と研究計画書を策定

し，研究を遂行する。その遂行過程における議論を通して修士論文を完成

させる研究指導を行う。

（8  高倉実）

　自らの研究テーマを観察研究や介入研究などの疫学的研究方法を用い

て進めている受講者が，関連する文献講読やデスカッションを継続して行

うとともに，研究課題に関する測定・調査の実施，データの収集・解析を通

して，研究結果の専門知識を深め，修士論文を完成させる研究指導を行

う。

（9  大峰光博）

スポーツ哲学領域に限定されない哲学領域に関する文献講読を通して方

法論を確定し，思考実験を伴う考察を検討し，修士論文を完成させる研究

指導を行う。

（10 玉城将）

　実験・調査の実施，実験・調査によって得られたデータの統計的な分析，

分析結果に基づいた考察を通して，自ら設定した問いに対する回答を導き

出し，修士論文を完成させる研究指導を行う。

研

究

科

目

特別研究Ⅱ
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令和 5年度
入学

定員

編入学

定員

収容

定員
令和 6 年度

入学

定員

編入学

定員

収容

定員

変更の事由
（手続き方法）

３年次 ３年次

180 5 730 180 5 730

160 5 650 160 5 650

95 5 390 95 5 390

80 5 330 80 5 330

80 5 330 80 5 330

595 25 2,430 595 25 2,430

6 - 12 6 - 12

2 - 6 2 - 6

スポーツ健康科学研究科

　スポーツ健康科学専攻（M) 6 - 12

6 - 12 6 - 12

2 - 6 2 - 6

16 36 22 48

研究科の設置

（認可申請）

計 計

　看護学専攻（D） 　看護学専攻（D）

　国際観光産業学科

国際文化研究科 国際文化研究科

　国際文化システム専攻（M） 　国際文化システム専攻（M）

　国際観光産業学科

　国際地域文化専攻（D） 　国際地域文化専攻（D）

看護学研究科 看護学研究科

　看護学専攻（M） 　看護学専攻（M）

　国際文化学科 　国際文化学科

名桜大学大学院 名桜大学大学院

人間健康学部 人間健康学部

　スポーツ健康学科 　スポーツ健康学科

　看護学科 　看護学科

　健康情報学科 　健康情報学科

計 計

公立大学法人名桜大学　設置認可等に係る組織の移行表

名桜大学 名桜大学

国際学部 国際学部
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